
【
小
学
校
一
～
三
年
生
の
部
】

☆
最
優
秀
賞

　
佐
々
木
　
舜
（
石
部
小
学
校
一
年
）

○
優
秀
賞

　
近
藤
　
圭
真
（
菩
提
寺
北
小
学
校
一
年
）

　
小
谷
　
胡
桃
（
三
雲
小
学
校
三
年
）

【
小
学
校
四
～
六
年
生
の
部
】

☆
最
優
秀
賞

　
佐
山
　
乙
羽
（
三
雲
小
学
校
六
年
）

○
優
秀
賞

　
横
山
　
夕
夏
（
石
部
小
学
校
六
年
）

　
鈴
　
　
啓
斗
（
菩
提
寺
北
小
学
校
六
年
）

【
中
学
校
の
部
】

☆
最
優
秀
賞

　
小
林
　
　
蓮
（
甲
西
北
中
学
校
二
年
）

○
優
秀
賞

　
江
南
　
有
羅
（
石
部
中
学
校
二
年
）

　
伊
奈
　
優
真
（
石
部
中
学
校
二
年
）

ず
か
ん
見
て
　

ふ
む
ふ
む
こ
れ
だ

つ
か
ま
え
た

岩
根
小
学
校
三
年 
　

 
山 
中
　
み
ら
い

走
り
ぬ
く

自
分
の
風
に

も
み
じ
の
せ

三
雲
小
学
校
六
年 
　

 
佐 
川
　
結 
唯

は
る
の
か
ぜ

る
る
る
る
る
る
る

は
る
の
か
ぜ
が
ふ
く
よ

き
が
ゆ
れ
る

は
な
も
ゆ
れ
る

や
ま
も
ゆ
れ
る

ら
ん
ら
ら
ん
ら
ん
ー

石
部
小
学
校
一
年

 

佐 

々 

木 

　
舜

風
鈴

夏
休
み
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
い
っ
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
は
エ
ア
コ
ン
も

せ
ん
ぷ
う
き
も
な
い

あ
つ
く
な
い
の
と
い
っ
た
ら

風
鈴
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫

風
鈴
な
ん
か
う
る
さ
い
だ
け
と
僕

じ
ゃ
あ
静
か
に
し
と
い
て
み
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

家
中
に
ひ
び
き
わ
た
る
せ
み
の
音

そ
こ
に
か
す
か
に

チ
リ
ン
チ
リ
ン

そ
の
時
僕
は

な
ん
だ
か
少
し
こ
こ
ち
よ
く
な
っ
た

甲
西
北
中
学
校
二
年

 

小 

林 

　
蓮

協賛  水口ライオンズクラブ

明
日
の
私
は
新
し
い

明
日
の
私
は
新
し
い

た
と
え
上
手
く
で
き
な
く
て
も

明
日
に
な
れ
ば
き
っ
と
出
来
る

明
日
の
私
は
新
し
い

普
段
と
ち
が
う
場
所
に
で
も

明
日
に
な
れ
ば
き
っ
と
慣
れ
る

明
日
の
私
は
新
し
い

色
ん
な
経
験
を
積
み
重
ね

明
日
に
な
れ
ば
き
っ
と
発
揮
出
来
る

新
し
い
私
を
作
る
の
は

今
日
を
精
一
ぱ
い

生
き
た

今
の
私

明
日
の
私
は
き
っ
と
新
し
い

三
雲
小
学
校
六
年

 

佐 

山
　
乙 

羽

湖南市の小さな 詩人たち
～子どもたちが創った 詩・俳句・川柳・短歌～

第10回
　子どもたちの言語力や表現力の育成をめざし、市内の全小・中学校で表現

活動に取り組みました。審査は、野呂昶
さかん

さん（詩人）と平賀胤
たね

壽
とし

さん（前朝日

新聞滋賀柳壇選者）にお願いしました（敬称略）。

問教育研究所〔西庁舎〕　☎77 ● 7052　 77 ● 4101

詩　　　部　　　門詩　　　部　　　門

【
小
学
校
一
～
三
年
生
の
部
】

☆
最
優
秀
賞

　
山
中
　
み
ら
い
（
岩
根
小
学
校
三
年
）

○
優
秀
賞

　
岩
本
　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

 

（
石
部
南
小
学
校
一
年
）

　
金
子
　
遥
香
（
石
部
小
学
校
二
年
）

【
小
学
校
四
～
六
年
生
の
部
】

☆
最
優
秀
賞

　
佐
川
　
結
唯
（
三
雲
小
学
校
六
年
）

○
優
秀
賞

　
岡
田
　
結
茉
（
石
部
南
小
学
校
六
年
）

　
柏
原
　
真
珠
（
石
部
南
小
学
校
六
年
）

【
中
学
校
の
部
】

☆
最
優
秀
賞

　
谷
村
　
佳
南
（
石
部
中
学
校
二
年
）

○
優
秀
賞

　
佐
藤
　
陽
亮
（
日
枝
中
学
校
二
年
）

　
水
谷
　
茜
里
（
石
部
中
学
校
三
年
）

五　七　五　部　門

目
の
高
さ

母
と
そ
ろ
っ
た

中
二
の
夏

石
部
中
学
校
二
年 

　

 

谷 

村
　
佳 

南
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